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慶大 ･理工 福田 礼次郎､ 日暮 等
Minkowski時空において確率過程量子化法を適用するときに問題 となるのはequili-
bfium limtが存在 し､それが通常の量子化の場合 と一致するかどうかとい うことで
ある｡ これに関 しては様々な文献が出ているが､それ らは二つのタイプに分類で きる｡
一つはダイアグラムを使 った証明法であり､他方はFokker-Planckformalism を用い
た方法であるo今回､我 々が行 った証明方法は HWelと Rum pf*によって使われた
方法をより厳密にした ものであ り､代数的手法を用いた証明 といって もよい｡以下､
作用が
S(4)-JdDCtJ6(∂PQ(x)∂p頼 )-(m2-iE)42(x))-V(4(x))) (1)
で与え られるD次元時空のスカラー場車を例 にとって説明するo上の作用 において､
Feynmanprescriptionを採用 している.つまり､質量の平方 に無限小の負の虚部を付



















4(x,i)8ま適当な初期条件頼 ,0)の もとでのLangevin方程式(2)の甲で卑 る｡
証 明の手順 を列挙す ると以下 のようになる｡
(4)
(i) Z(J;i)の時間発展方程式 を作 るo






のVに関す る摂動展開の各 オーダーと一致す ることを示すo
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が求 まる｡次のステ ップは(18)の各項においてt一価 の limtを計算す ることであるo
このためには(19)の漸化式が役 にたっ｡ JL(p)はdampingfactore~ELがかか っている
のでt一〇〇でゼロになる｡それ故､n-0の freepartは
△(o)(J;∞,づ-W(0)F(0)-1 (20a)
となる｡ この結果は自由場(Ⅴ-0)の時のequilibriummlimitの証明を与 えてい る｡ とい






- H (1)(J,) - a(1)(o) (20b)
となる. ここでH(n)(J)は次式で定義 されるJの多項式である.
































明治大学 ･和泉 中 村 孔 二
量子力学的な状態を特徴づける分布関数を座標と運動量の組一 位相空間の点- の関数として表わす
試みは,1932年にE.Wign｡rによって提唱されたま)その後,伏見によって,やや異なる形の同様な分
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